
1 支援会議用シート

高崎市こども発達支援センター

支援会議用シート 例集（幼稚園保育所（園）こども園編（園内事例検討会・巡回相談等））
対象児 高崎 Ａ子（たかさき えーこ）
開催日： 2019 年〇月〇日（木） 開催場所： ○○園 開催時間： 13:00～ 主催者： ○○園 コーディネーター ○○
会議出席者： ○○先生（担任）、○○先生（担任）、○○先生（担任）、○○先生（園長）、○○先生（コーディネーター）

●共通理解を受けて、各担当での支援方針等

※【 】の中には、支援者名等を記入してください

目 的 ・情報共有と今後の支援について（本児の発達の見立ての共有、対応について、今後の見通し等）

本
人
の
現
状

・全体での指示が通りにくく、個別での声かけが必要。
・言葉が不明瞭。自ら話すこともとても少ない。自信がない様子。一対一ならば話しかけると答えることもある。
・体幹がしっかりせず、運動への苦手意識がある。鬼ごっこは好きで参加することもある。
・保護者からも、家庭であまり話さず、コミュニケーションが取りにくいとの話しがあった。
・母子家庭で回りに協力者が居ない。家庭状況からは、センターへの来所など、園以外の機関に通うなどのことは難しそう。

共通理解
・一対一で、本児のペースであればコミュニケーションを増やしていける可能性がある。
・コミュニケーション、運動の面で特に自信がなく、不安な状態。本人のペースに合わせて活動への参加の仕方や大人との関りを工夫することで安心できる。
・保護者ができる範囲で、本人への対応を相談できる方法を検討する。
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本人及び保護者 担任 コーディネーター ・園長 こども発達支援センター

（本人）
・安心できる関わりの中で、コミュニケーション
を取る楽しさを味わっていく。
・色々な形で自分の思いや考えを表現してい
く。

・個別での声かけや関わりを継続し、安心でき
る環境を作る。
・大人との関わりの中で、コミュニケーションを
取ることの楽しさを味わえるよう支援する。
・遊びの中で体を動かすことから楽しめるよう
活動を工夫する。
・保護者からは、家庭での様子や困る場面を
聞き、園での対応やその時の様子、変化等を
伝えていく。

（コーディネーター）
・個別でゆったり関わることで、安心できる場
所を確保していく。
・保護者とコミュニケーションを取り、園での対
応を伝えたり、必要になれば、相談機関の案
内をするなども検討したりしていく。
・他機関での相談等が難しい状況も考慮し、
保護者が必要とした時には就学に向けての
対応等の情報を得られるようにする。

（園長）
・家庭状況を踏まえて対応する。
・保護者の大変さを受け止め、家庭の中でどう
対応すると良いのか伝えていく。

・保護者からの相談が難しい場合には、先生
から巡回相談等で相談していただき、対応方
法をお伝えする。

（保護者）
・あまり話さない本人への対応の仕方を知る。


